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『わたしは、だれに対しても自由な者ですが、すべての人の奴隷になりました。できるだ

け多くの人を得るためです。』 （コリントの信徒への手紙１ 第９章19節）

６月 評価・計画
今年度の評価反省を的確にまとめて、やりたいこと出来ることを見つ
けましょう。そこから次の計画が生まれるでしょう。

鈴木 誠也理事
（神戸ポートクラブ）

在籍者数 32名
第一例会 27名
第二例会 27名
特別メネット 1名
ゲ ス ト 2名
出 席 率 100％

切 手 180 g
現 金 56,830円
累計切手 0 g
切 手 1,170円
累計現金 60,630円
Ｊ Ｗ Ｆ 0円
Ｅ Ｆ 0ドル
ＪWＦ累計 0円
Ｅ Ｆ 累計 0ドル

第一例会 0円
第二例会 7,000円
累 計 229,500円

（次期繰越）
（直前期繰越金含）

パンファンド4／20 3,600円
シャンプー販売 3,600円
パンファンド5／18 3,600円

累 計 748,582円

献 血 0cc
成 分 0名
累 計 400cc
成分累計 3名

５月例会 34.94kg
（ペットボトル換算

14,749本）
累 計 796.77kg
（ペットボトル換算

205,445本）

第一例会 0円
第二例会 3,190円
今期累計 54,840円
累 計 392,015円

感謝！感謝！
メンバーとの繋がりを実感できた一年に感謝！

会 長 瀬 本 純 夫

昨年の７月に今期が始まり、あっとい
う間の一年だったように思います。この

一年無事に会長職を全うできたのは、偏にメンバーの皆様
のご協力があってのことだと感謝申し上げます。ありがと
うございました。
今期は『Ongoing Legacy, and Brotherhood !! 継続、
そして結びつき』を主題とし、クラブ事業に取り組んでま
いりました。そして各事業委員長並びにメンバーの皆様の
ご理解を得まして、順調に進んできた一年だったと思います。
そして何より嬉しかったことは、メンバー増強に目標ど
おりの成果を挙げられたことです。次期に仁科保雄さんを
西日本区理事として輩出し、西日本区大会のホストとして、
また、京都部を盛り上げる中心となるための、大きな成果
だと思います。EMC委員会、ドライバー委員会の働きかけ
により、メンバー全員が増強への意識を強く持つようになっ
たと思います。この意識を次期以降も保ち続け、更なるキャ
ピタルクラブの発展へと繋げて欲しいと思います。

また新しい支援先をと３年間模索し続けた結果、一年延
びはしましたが、今期ようやく結実することが出来ました。
第１回メタセコイヤフェスティバルとして開催された事業
には、本当に多くのメンバー及び支援先の方々の参加があ
り、大変有意義で、大いに盛り上がることが出来たと思い
ます。次期以降も継続していくことが出来ると確信し、期
待しています。
今期も数多くの事業が、各委員長並びにメンバーの皆様
のご協力により成功したこと、これも、経験豊富なメンバー、
若いメンバーの分け隔てない繋がりのおかげだと思ってい
ます。こんな素晴らしいメンバーの揃ったキャピタルクラ
ブの会長をさせていただきましたことを心より感謝申し上
げます。
次期においても山田英樹会長を中心に更なる発展を遂げ
ていくであろうキャピタルクラブの、少しでも力になれる
ように努力したいと思っております。
一年間、本当にありがとうございました。
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2010年５月12日（水）19:00～21:00５月第一例会
ウェスティン都ホテル京都

４クラブ会長点鐘

CATT 合同例会

竹田 博和

寒暖の差があまりにも激しい５月12日に恒例のキャピタル・
エイブル・トップス・東稜の CATT合同例会がホテルの葵殿
にて行われました。メンバーゲストとしてキャピタルクラブか
らは西村様のご出席を頂きました。一方トップスクラブからは
８名の出席があり、トップスクラブの EMCに懸ける思いが伝
わってきました。
夕食の後、本日の講演内容「癌、脳卒中、心臓病はどこまで
予防できるのか」に基づいた、自称京大で一番のおもろい先生、
森谷敏夫先生のご講演を頂きました。癌の原因の65％は口から
普通に入る食物とタバコであること、肥満と肥満症の違い、癌・

脳卒中・心臓病
の原因が現代人
の運動不足にあ
ること等、興味
深いお話をユー
モアたっぷりに
走りながらお話
し頂きました。
そんな中で私が
一番印象に残っ
たのは、 商業
ベースに躍らさ
れることなく、
何が真実である
かを見極める目を持つことだと思いました。

2010年５月18日（火）19:00～21:00５月第二例会
ウェスティン都ホテル京都

縁の深い有意義な例会
鈴木西日本区理事もご臨席

田中 雅博

この日の例会は
鈴木誠也西日本区
理事をはじめメン
バーゲストの西村
さん、亀井さん、
特別メネットの山
口弘子さんにもお
越しいただき大変
賑々しく始まりま
した。
この日は『二十
歳の原点 ～今を
生きる若者の風景
～』と題して、関

西学院大学の岩坂二規先生にご講演をいただきましたが、この
例会は私にとってとても懐かしくもあり、また非常に深い縁を
感じるものでありました。
私と岩坂先生の出会いは今から９年前に遡ります。その年私
はドライバー委員長をしており、ゲストスピーカーとして山口

弘子さんから先生を紹介していただきました。先生と初めてお
会いしたのは、土佐堀の YMCAに講演の打ち合わせにお邪魔
した時でした。その時先生は聖和大学人文学部で講師をされて
おり、30歳を少し超えられたところ、私もかろうじて30代ぎり
ぎりでして、結構長時間いろいろとお話ししたことを覚えてお
ります。そしてこの日の例会で久し振りにお会いし、先生は貫
禄が付かれ、私には贅肉が付いたことを実感し、今更ながら９
年の月日の長さを感じました。
またこの日お越しいただいた鈴木理事と先生にも浅からぬ縁
があり、先生が高校生だった頃、YMCAのアメリカキャンプ
に行かれた時に、当時の鈴木主事が同行されたとのことです。
本当に縁は深いものです。
さて本日の講演では、先生が大学で教えられていることを通
して、今の若者が何を考え、二十歳を原点としてどのように自
分を見つめ直しているかをお話しいただきました。「今の若者
は輪郭が薄く、70％以上の人が将来に不安を持っている。しか
しそんな若者が諸外国の非常に厳しい環境の中に身を置くと、
自分の存在感が見えてくる。DOではなく BEで物事をとらえ
るのが今の若者である。」と言われた言葉が印象的でした。ま
た5人の大学生の『二十歳の原点』と題する文章を、先生に同
行された聖和大学の卒業生である神崎さんが朗読されました。
それを聞いて、自分を見つめることにより、希望や力が沸いて
くる若い世代の人たちのエネルギーを感じました。
この日の例会は、もうすぐ二十歳になろうとする娘を持つ我
が身にとっても大変意義深いものとなりました。ドライバー委
員会の皆さまに感謝。

第６回
京都YMCAかもがわチャリティーラン

森 繁樹

５月16日（日）鴨川公園に於いて、第６回京都 YMCAかも
がわチャリティーランが盛大に開催されました。
キャピタルの屋台は、例年通り飲み物屋台での協力となりまし
た。天気は晴天、そのおかげで、追加で飲み物を買出しに行く
ほどの売れ行きで、２時頃には「売り切れゴメン」の状態でした。
今年は、グループランの参加で、大山謙一さん、山口さん、
西川さん、金原さん、森繁樹の５人で1.7kmをみんなで快走

しました。
ケガ人もなく、大変素晴しい一日となりました。
参加者：石倉、
内田、大山（謙）、
岡本、勝山、金
原、香山、瀬本、
竹田、西川、村
田、森（繁）、
山口、山田（隆）
柳、勝山メネッ
ト、山口メネッ
ト、山口コメッ
ト、柳メネット
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自転車通勤・移動

金田 英二

私は今年の２月から自転車での通勤・移動をしています。

本年１月までは、往復２時間以上も電車に乗り、大阪北浜・西院

間を移動していました。当然、帰宅も遅くなり、健康的な食生活を

送ることもほど遠い状態で、体調を崩すことも少なくありませんで

した。

このようなことから、独立して京都に戻ったときには少しでも自

分の体を動かし、労
いたわ

りたいと思うようになりました。

自転車に乗る機会が増えると、オフィス街を歩いている人がどん

な表情をして歩いているんだろうかと気になるようになりました。

仕事場から離れて外を歩くときは自分の気持ちが顔に出るものなの

だろうかなどと考えたりもします。

また、自転車で移動することで、少しは京都の季節感を感じるこ

とができるようになったかなと思います。

因
ちな

みに、例会場のウエンスティン都ホテル京都へも自転車を使用

しております。健康のため頑張りたいと思います。

継続しようと思っている
わけではないのですが…

西川 欽一

「継続して実行していること」について、私には、皆さんのよう

に胸を張って「これは継続しております」と言えるようなものはあ

りません。

強いて言うなら、毎晩の飲酒は欠かしておりません。これは、別

に続けたくて続けているわけではありませんし、それほど量を飲む

わけではありません。また、仕事が終わるのが深夜になることが多

く、真っ直ぐ帰ってもなかなか寝つけないことが多いので、仕事モー

ドからおやすみモードにスイッチを切り替えるために、仕事終わり

に、事務所近くのバーにちょっと寄ってビール１杯と、バーボンを

何杯か飲んで、１時間ほど読書をして帰るか、マンションの部屋で

深夜のテレビショッピングを見ながら飲んでおります。もちろん

「おねえちゃんのいる店」ではありません。

こんな習慣は継続したいと思っているわけではないので、今後は、

少しジョギングやウォーキングをするなり、スポーツジムに通うな

りして、健康的なことを継続していきたいと思っております。そし

て、何より、もう少し仕事を安定させて、心に余裕を持ち、早寝早

起きを継続したいと思っております。

映画鑑賞が家族の絆？

山田 英樹

継続して実行していること。基本的に仕事が趣味の暮らしを何年

も続けているので、人に自慢できるような趣味も持ち合わせており

ません。なんと難しいお題だ。

無理矢理こじつけるならば家族とDVDで映画を見ることぐらい

が継続しているでしょうか。最近はシーズンなんとかというアメリ

カのドラマにも範囲は広がっています。

もとはと言えば子どもがまだ小さな頃の話です。お客様との打合

せは週末が通例でした。しかもかなり遠方のお客様ばかりなので、

本来ですと家族サービスに当てるべき時間が少なくなるのです。一

計を案じた私は小さな子ども達向けの映画を車の中で見ることが出

来るように工夫し、『映画見ながらドライブに行こうか？』と子ど

も達を連れ出したのです。それ以来映画鑑賞がささやかな我が家の

楽しみになり現在でも継続しております。流石に10年を経たライブ

ラリーはかなり充実しています。レンタルOK ですのでいつでもお

声がけください。

幡南 進

ゴールデンウィークの５月４日、日清都カントリークラブに
て第12回パープル会ゴルフコンペが開催されました。12名のメ
ンバー有志が参加し、快晴のもと楽しくプレーする事が出来ま
した。栄えあるメモリアルコンペ優勝は内廣健さんです。今年
最初のプレーという事でしたが、同伴メンバーに恵まれプレー
を満喫された様です。
このコンペは三回忌メモリアルコンペで、メンバーが堀さん
に対する思い出を語りながらの一日でした。今回私は運良く準
優勝でしたが、最初で最後の堀さんとご一緒した時のプレーを

思い出しました。
入会したての私には緊張の連続でしたが、醍醐５番ロング
ホールのアプローチをシャンクされ照れ笑いをされていた光景
が、今でも鮮明に思い出されます。終日見守って頂けているよ
うな清々しいメ
モリアルコンペ
でした。
後日、23日の
命日にコンペに
参加しなかった
クラブ会員の志
を合わせて、ご
自宅へお花をお
届けいたしまし
た。

聖句の解説 伝道の方法にもいろいろありますが、ここで使徒パウロも彼の方法を語っていると考えてよいでしょう。すべての人
に対して、すべてのようになる、というのが彼の方法だというのです。
これはなにも偽善的な二枚舌を使ったり、二重人格者となるということでは、勿論ありません。現代風に言えば、要するにそれは、

「だれとでも飲める」「だれとでも気持ち良くつき合える」ということでしょう。自分の意見しか見えない狭量や、寛容や同情を知らな
いで一方的に自分の気持ちや感情でしか動けないあり方は、伝道の専門家である牧師や伝道者はもとより、通常の会社や事業体の中
にあっても、友だちを失っていくことは明らかでしょう。

またある牧師は単にすぐれた談話家であったばかりか、すぐれた聞き手であった。誰の話でも興味をもって聞き、「その人の一番得
意な話題について話すよう仕向ける」術を心得ていた、と。これは一朝一夕ではできない生き方であり、相手への愛が基本になければ、
可能ではない術でありましょう！



メ ン

山田 英樹 6. 14 瀬本 純夫 6. 17
幡南 進 6. 23 田中 升啓 6. 28
八木 悠祐 6. 29
メネット

田中 淳子 6. 8 大山 悠子 6. 11
コメット

石村 拓也 6. 3 竹田 悠佑 6. 4
石倉 京 6. 12

田中 雅博・淳子 ご夫妻 6. 4
安部 英彦・智子 ご夫妻 6. 17

６月１日（火） 第一例会 通常例会
６月12日（土）～13日（日） 広島西日本区大会
６月19日（土） 引継例会
６月22日（火） 役 員 会

＜報告事項＞
西日本区
横浜国際大会早期申込 メン24名 メネット６名
広島西日本区大会申込 メン19名 メネット４名
東日本区大会の案内 仁科次期理事・岡本さん参加予定
京 都 部
京都トゥービークラブ設立総会 ５月27日 19：00～
ホテル日航プリンセス京都 ４名参加
ＹＭＣＡ
５月29日（土）YMCA総会 17：30～ 三条本館
三役報告
亀井様入会の件
＜各事業委員会報告＞
Ｙサ・ユース かもがわチャリティーラン20名参加
地域奉仕・環境 下半期事業内容の確認
ドライバー ６月第一例会内容確認
交 流 横浜国際大会メンバーフォロー
フ ァ ン ド ６月第一例会 扇子ファンド
広報・ブリテン ６月記事の確認・HPアンケート結果報告
Ｅ Ｍ Ｃ ６月１日入会式 ６月４日歓迎会
＜審議事項＞
亀井様 入会の件承認 …………… 承認
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山口 弘子

五月晴れの５月５日（水）しょうざんに於いて「未来へつな

ごうウエストの心を」というテーマのもと記念例会が開催され

ました。東西日本区、台湾タイペイダウンタウンクラブと韓国

チョンロクラブのトライアングル IBCクラブなど総勢260名
の出席者でにぎわいました。さすが京都で四番目に誕生したク

ラブだけあって、30年というワイズのつながりの歴史を感じま
した。

第１部の記念式典には鈴木西日本区理事とウエスト設立当時

の日本区理事（当時は東西一つの日本区でした）で元国際会長

の竹内敏朗氏による来賓としてのご挨拶がありました。長年ウ

エストクラブがサポートしておられる平安徳義会の木塚施設長

からも祝辞があり、その中で過日開催された桜祭りの際に30周
年記念アクトとして桜の贈呈があったことなどをご披露されま

した。その後第１部では30年の軌跡の映像がありました。
第２部はガーデンパーティーへと会場を移し、記念パーティー

が開宴されました。軽音楽やダンス、大道芸などいろいろなパ

フォーマンスがあり、一同華やいで楽しい企画でした。最後は

参加者全員で「上を向いて歩こう」を手をつないで合唱して閉

会となりました。

日 時 ５月24日（月） 12：00～14：30

場 所 イル ギオットーネ

今期２回目のメネット親睦会が開催され、今年度の一年を振

り返り楽しく懇親のひとときをもちました。

参加者：石倉、内廣、岡本、香山、竹田、仁科、柳、山口（弘）、

山田（ま）、山田（と）、正子･ダルマパーラン、勝山 （12名）

編集後記
最終号の６月号を発刊することができ充実の一時です。キャピタルの皆様に心より感謝申
し上げます。「ありがとうございます。」
次年度は、EMC委員長をさせて頂きます。充実の一時を終え、頭の中は EMC委員長モー
ドです。一人でも多くの仲間を募りたいと思います。次年度も引き続き、皆様のご協力をよ
ろしくお願い致します。 （森 繁樹）


